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地域が主体となるサンゴ群集の再生
－石垣島浦底湾におけるコーラルネットの活用試験－

りんぱな 内藤明

鹿島建設（株） 山木克則

日々の活動エリアである浦底湾で透明度などをモニタリング地元の
目で見て、感じたことをサンゴの保全や啓発に活かしています

○サンゴが健全、不健全な場所を把握し、定点モニタリング
○水平透明度のほか、温度計測を行い、白化対策につなげる
○サンゴの状況、透明度など情報を一般公開（googlemapを活用）
https://drive.google.com/open?id=12qNwBuACU2k93mwIQpZt32Gzwrw&usp=sharing

りんぱなの調査活動

市民にもわかりやすいサンゴの状況を公開水平透明度の計測状況
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鹿島建設（株）の研究開発

コーラルネットによるサンゴ再生技術、サンゴ礁環境評価技
術を活用した適地選定、高温化環境対応技術に関する研究

○低コスト、手軽に設置できる生物多様性に配慮したサンゴ群集再生
○赤土、シルト分の影響を排除でき、サンゴの成育環境を整える手法
○慶良間諸島国立公園における地域活動による実証試験
○物理環境（光量、流れ、波）からサンゴの成育環境を定量的に評価

コーラルネット コーラルネットの原理 慶良間諸島での実績

背景と目的

浦底湾のサンゴ白化現象：

夏場の高水温、高照度に加え、南風の影響で深
部からの細粒分の輸送・堆積、濁りなど複合的な
要因が考えられる。

〇地点により白化の影響が少なく、サンゴの成育

を確認している。モニタリングの継続が重要。

〇成育場所の物理環境、生物学的要因を調べる

ことで、白化対策につながる基礎的知見を得る。

〇地域、観光客への教育啓発活動へつなげる。
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調査地点

日々の活動で見回るエリア
２～4地点を選定する

（参考）
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コーラルネットの設置

落ち枝サンゴなどを取り付ける
遮光実験区

物理環境：温度、光量、流速の連続モニタリング
生物環境：サンゴの成長、白化状況など

物理環境と高温耐性、対策技術の検証
サンゴの種類による生残率の違いをモニタリング

まとめ
ー予想される成果についてー

○物理環境とサンゴの成長の関係を明らかにし、

高温化による影響を定量的に解明

○高温化に向けた対策を提案

○地域住民や観光客への環境教育、啓発活動

よろしくお願いいたします。


